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社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
背
景 

 

社
会
福
祉
法
人
は
、
旧
民
法
第
３４
条
の

公
益
法
人
の
特
別
法
人
と
し
て
昭
和
２６

年
に
制
度
化
さ
れ
、
社
会
福
祉
事
業
の
主

た
る
担
い
手
と
し
て
、
我
が
国
の
社
会
福

祉
を
支
え
て
き
ま
し
た
。 

平
成
１２
年
の
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改

革
以
降
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
営
利
法
人
な
ど
、

多
様
な
運
営
主
体
が
社
会
福

祉
事
業
に
参
入
す
る
よ
う
に

な
り
、
社
会
福
祉
法
人
の
存

在
意
義
が
改
め
て
問
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
中
、
厚
生
労
働

省
・
社
会
保
障
審
議
会
福
祉

部
会
に
お
い
て
、
平
成
２７
年

２
月
１２
日
に
、
今
回
の
制
度

改
革
の
方
向
性
を
示
し
た
報

告
書
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
制
度
改
革
は
、
社

会
福
祉
法
人
の
役
割
や
存
在

意
義
を
改
め
て
見
直
す
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
地

域
の
方
々
に
社
会
福
祉
法
人

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
わ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

制
度
改
革
の
５
つ
の
柱 

 １ 

経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化 

 

社
会
福
祉
法
人
に
お
け
る
「
評
議
員

会
」
は
、
こ
れ
ま
で
保
育
所
や
介
護
保
険

事
業
の
み
を
実
施
す
る
法
人
等
に
対
し

て
は
任
意
設
置
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
改
正
で
は
、
全
て
の
社
会
福
祉
法

人
に
議
決
機
関
と
し
て
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
、
理
事
等
の
選
任
・
解
任
や
役

員
報
酬
の
決
定
な
ど
、
法
人
運
営
に
と
っ

て
重
要
な
事
項
を
審
議
、
決
定
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
理
事
、
監
事
、
評
議
員
の
役
割

や
権
限
が
明
確
化
さ
れ
、
さ
ら
に
、
一
定

規
模
以
上
の
法
人
に
は
会
計
監
査
人
に

よ
る
監
査
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
資
料
１
） 

２ 

事
業
運
営
の
透
明
性
の
向
上 

 

社
会
福
祉
法
人
の
高
い
公
益
性
に
照

ら
し
、
公
益
財
団
法
人
以
上
の
運
営
の
透

明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
定
款
、
事
業
計

画
書
、
役
員
報
酬
基
準
を
新
た
に
閲
覧
対

象
と
す
る
と
と
も
に
、
閲
覧
請
求
者
が
利

害
関
係
人
か
ら
国
民
一
般
に
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
情
報
を
入
手
し
や
す
く
す
る
た

め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
公

表
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

３ 

財
務
規
律
の
強
化 

社
会
福
祉
法
人
の
公
益
性
を
担
保
す

る
財
務
規
律
を
確
立
す
る
観
点
か
ら
、
適

正
か
つ
公
正
な
支
出
管
理
、
余
裕
財
産
の

明
確
化
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
再
投
下
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
①
役
員
報
酬 

 

 
近年、急速な少子高齢化や地域社会及び家族のあり方の変化に伴い、地域の福祉ニーズは多様化・複雑

化しており、公益性と非営利性を備えた社会福祉法人の役割はますます重要となっています。 

こうした中、「社会福祉法人制度の改革」と「福祉人材の確保の促進」を一体的に行うことにより、福祉

サービスの供給体制の整備及び充実を図るため、「社会福祉法等の一部を改正する法律」が平成 28年 3月

に成立しましたが、来る平成 29年 4月 1日から全面施行（一部は平成28年4月１日から施行）されます。 

本号では、「社会福祉法人制度の改革」の概要を特集します。 

 

基
準
の
作
成
と
公
表
、
役
員
等
関
係
者
へ

の
特
別
の
利
益
供
与
の
禁
止
、
②
福
祉
サ

ー
ビ
ス
に
再
投
下
可
能
な
財
産
額
（
「
社

会
福
祉
充
実
残
額
」）
の
明
確
化
、
③
「
社

会
福
祉
充
実
残
額
」
が
あ
る
社
会
福
祉
法

人
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
事
業
又
は
公

益
事
業
の
新
規
実
施
・
拡
充
に
係
る
計
画

の
作
成
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
資
料
２
） 

４ 

地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
を

実
施
す
る
責
務 

 

社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
福
祉
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
、
複
雑
化
し
、
既
存
の
制
度

で
は
十
分
に
対
応
で
き
な
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
実
施
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、

社
会
福
祉
事
業
の
主
た
る
担
い
手
で
あ

る
社
会
福
祉
法
人
の
果
た
す
べ
き
役
割

が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
社
会
福

祉
事
業
及
び
公
益
事
業
を
行
う

に
あ
た
り
、
日
常
生
活
又
は
社
会

生
活
上
の
支
援
を
必
要
と
す
る

者
に
対
し
て
、
無
料
又
は
低
額
な

料
金
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
積
極

的
に
提
供
す
る
こ
と
が
社
会
福

祉
法
人
の
責
務
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。 

 ５ 

行
政
の
関
与
の
在
り
方 

社
会
福
祉
法
人
の
適
正
な
運

営
を
確
保
す
る
た
め
、
指
導
監
督

の
実
効
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

国
及
び
都
道
府
県
・
市
に
よ
る
連

携
や
支
援
に
係
る
仕
組
み
の
構

築
、
規
定
等
の
整
備
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

○ 社会福祉法人について、一般財団法人・公益財団法人と同等以上の公益性を担保できる経営組織とする。

＜改正前＞

理事
理事長
理事会

●理事会を業務執行に関する意思決定機関として
位置付け、理事・理事長に対する牽制機能を
働かせる。
●理事等の義務と責任を法律上規定。

評議員
評議員会

●評議員会を法人運営の基本ルール・体制の決定
と事後的な監督を行う機関として位置付け、
必置の議決機関とする。

※小規模法人について評議員定数の経過措置

（決議事項）
・定款の変更
・理事・監事・会計監査人の選任、解任
・理事・監事の報酬の決定 等

監事 ●監事の権限、義務（理事会への出席義務、
報告義務等）、責任を法律上規定。

会計
監査人

●一定規模以上の法人への会計監査人による
監査の義務付け（法律）。

＜改正後＞

●資産額100億円以上若しくは負債額50億円以上
又は収支決算額10億円以上の法人は２年に１回、
その他の法人は５年に１回の外部監査が望まし
いとしている（通知）。

●評議員会は、任意設置の諮問機関であり、
理事・理事長に対する牽制機能が不十分。

（審議事項）
・定款の変更
・理事・監事の選任 等

●監事の理事・使用人に対する事業報告の要求や
財産の調査権限、理事会に対する報告義務等が
定められていない。

●理事会による理事・理事長に対する牽制機能が
制度化されていない。

●理事、理事長の役割、権限の範囲が明確でない。
（注）理事会、理事長は通知に規定が置かれている。

１．経営組織の在り方について

３

資料１
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基
準
の
作
成
と
公
表
、
役
員
等
関
係
者
へ

の
特
別
の
利
益
供
与
の
禁
止
、
②
福
祉
サ

ー
ビ
ス
に
再
投
下
可
能
な
財
産
額
（
「
社

会
福
祉
充
実
残
額
」）
の
明
確
化
、
③
「
社

会
福
祉
充
実
残
額
」
が
あ
る
社
会
福
祉
法

人
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
事
業
又
は
公

益
事
業
の
新
規
実
施
・
拡
充
に
係
る
計
画

の
作
成
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
資
料
２
） 

４ 

地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
を

実
施
す
る
責
務 

 

社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
福
祉
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
、
複
雑
化
し
、
既
存
の
制
度

で
は
十
分
に
対
応
で
き
な
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
実
施
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、

社
会
福
祉
事
業
の
主
た
る
担
い
手
で
あ

る
社
会
福
祉
法
人
の
果
た
す
べ
き
役
割

が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
社
会
福

祉
事
業
及
び
公
益
事
業
を
行
う

に
あ
た
り
、
日
常
生
活
又
は
社
会

生
活
上
の
支
援
を
必
要
と
す
る

者
に
対
し
て
、
無
料
又
は
低
額
な

料
金
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
積
極

的
に
提
供
す
る
こ
と
が
社
会
福

祉
法
人
の
責
務
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。 

 ５ 

行
政
の
関
与
の
在
り
方 

社
会
福
祉
法
人
の
適
正
な
運

営
を
確
保
す
る
た
め
、
指
導
監
督

の
実
効
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

国
及
び
都
道
府
県
・
市
に
よ
る
連

携
や
支
援
に
係
る
仕
組
み
の
構

築
、
規
定
等
の
整
備
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

○ 社会福祉法人が保有する財産については、事業継続に必要な財産（控除対象財産）を控除した上で、
再投下可能な財産（社会福祉充実残額）を明確化する。
○ 再投下可能な財産が生じる場合には、法人が策定する社会福祉充実計画に基づき、既存事業の充実
や新たな取組に有効活用する仕組みを構築する。

【活用可能な財産】

資産から負債（借入金等）
や基本金を控除し、現に活
用可能な資産を算出。

【再投下対象財産】
（社会福祉充実残額）

【①事業用不動産等】

事業継続に必要な財産
（＝控除対象財産）

社会福祉事業等に活
用している不動産の

帳簿価格。

「社会福祉充実計画」を策定
し、計画的に、既存事業の充
実又は新規事業に活用。

資産－負債－基本金
－国庫補助等特別
積立金

年間支出の○月分
＋事業未収金

財産目録上の事業用
不動産等の合計額

減価償却累計額×建設単価等上
昇率×自己資金比率○％ 等

第１順位：社会福祉事業 地域公益事業
第２順位：地域公益事業 第３順位：公益事業

施設の将来の建替とそ
れまでの間の大規模修
繕に係る費用等

【③運転資金】

【②将来の建替費用等】

（残額の使途は、以下の順に検討の上、法人が策定する社会福祉充実計画に基づき、既存事業の充実や新たな事業に再投資）

緊急な支払い等に備
えるための運転資金

【社会福祉充実計画の策定】

社会福祉充実
残額が生じた
場合のみ

３．社会福祉法人の財務規律について

５

○ 公益性・非営利性を確保する観点から制度を見直し、国民に対する説明責任を果たし、地域社会に貢献する
法人の在り方を徹底する。

２．事業運営の透明性の向上

□ 財務諸表の公表等について法律上明記

１．経営組織のガバナンスの強化

□ 理事・理事長に対する牽制機能の発揮

□ 財務会計に係るチェック体制の整備

○ 議決機関としての評議員会を必置 ※理事等の選任・解任や役員報酬の決定など重要事項を決議

(注）小規模法人について評議員定数に係る経過措置を設ける。

○ 役員・理事会・評議員会の権限・責任に係る規定の整備
○ 親族等特殊関係者の理事等への選任の制限に係る規定の整備

○ 一定規模以上の法人への会計監査人の導入 等

○ 閲覧対象書類の拡大と閲覧請求者の国民一般への拡大
○ 財務諸表、現況報告書（役員報酬総額、役員等関係者との取引内容を含む。）、
役員報酬基準の公表に係る規定の整備 等

３．財務規律の強化
① 適正かつ公正な支出管理の確保

② いわゆる内部留保の明確化

③ 社会福祉事業等への計画的な再投資

① 役員報酬基準の作成と公表、役員等関係者への特別の利益供与を禁止等
② 純資産から事業継続に必要な財産（※）の額を控除し、福祉サービスに再投下可能
な財産額（「社会福祉充実残額」）を明確化
※①事業に活用する土地、建物等②建物の建替、修繕に必要な資金③必要な運転資金 ④基本金、国庫補助等特別積立金

③ 再投下可能な財産額がある社会福祉法人に対して、社会福祉事業又は公益事業
の新規実施・拡充に係る計画の作成を義務づけ（①社会福祉事業、②地域公益事業、③その
他公益事業の順に検討） 等

3

□ 社会福祉法人の本旨に従い他の主体では
困難な福祉ニーズへの対応を求める

○ 社会福祉事業又は公益事業を行うに当たり、日常生活又は社会生活上支援を
要する者に対する無料又は低額の料金で福祉サービスを提供することを責務として
規定 ※利用者負担の軽減、無料又は低額による高齢者の生活支援等

５．行政の関与の在り方

□ 所轄庁による指導監督の機能強化

□ 国・都道府県・市の連携を推進

○ 都道府県の役割として、市による指導監督の支援を位置づけ

○ 経営改善や法令遵守について、柔軟に指導監督する仕組み（勧告等）に関する

規定を整備

○ 都道府県による財務諸表等の収集・分析・活用、国による全国的なデータベース

の整備 等

社会福祉法人制度の改革（主な内容）

４．地域における公益的な取組を
実施する責務

２
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社
会
福
祉
法
改
正
に
か
か
る 

関
係
政
省
令
に
つ
い
て 

 

平
成
２８
年
１１
月
１１
日
付
け
で
、
社
会

福
祉
法
改
正
に
伴
い
、
関
係
政
省
令
が
公

布
さ
れ
ま
し
た
。 

主
な
政
省
令
事
項
に
つ
い
て
は
次
に
記

載
の
と
お
り
で
す
。 

 １ 

政
令
で
規
定
す
る
事
項 

(１)
会
計
監
査
人
設
置
の
基
準 

○
会
計
監
査
人
設
置
の
基
準
を
、
最
終

会
計
年
度
の
収
益
３０
億
円
／
負
債

６０
億
円
を
超
え
る
法
人
と
規
定
す

る
。（
施
行
状
況
を
み
な
が
ら
、
今
後

対
象
法
人
を
拡
大
） 

(２)
評
議
員
数
に
関
す
る
経
過
措
置 

 

○
評
議
員
に
関
す
る
経
過
措
置
（
３
年

間
は
４
人
以
上
と
す
る
も
の
）
の
対

象
と
な
る
法
人
の
基
準
を
、
収
益
４

億
円
を
超
え
な
い
法
人
と
規
定
す
る
。 

(３)
社
会
福
祉
法
人
等
の
資
産
の
総
額
の

変
更
に
係
る
登
記
の
期
限
の
変
更 

○
資
産
の
総
額
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

の
登
記
の
期
限
に
つ
い
て
、
会
計
年

度
の
終
了
後
「
二
月
以
内
」
と
し
て

い
る
も
の
を
「
三
月
以
内
」
と
改
正

す
る
。 

２ 

省
令
で
規
定
す
る
主
な
事
項 

(１)
評
議
員
等
と
特
殊
の
関
係
を
有
す
る
者 

○
評
議
員
等
と
特
殊
の
関
係
が
あ
る
こ

と
に
よ
り
、
評
議
員
等
に
な
る
こ
と

が
制
限
さ
れ
る
者
に
つ
い
て
、
公
益

認
定
法
の
規
定
に
準
拠
し
、
事
実
婚

の
関
係
に
あ
る
者
、
評
議
員
等
の
使

用
人
と
な
っ
て
い
る
者
、
支
配
し
て

い
る
他
の
法
人
の
役
員
で
あ
る
者
を

規
定
す
る
。 

(２)
控
除
対
象
財
産
額 

○
控
除
対
象
財
産
額
を
算
出
す
る
た
め

に
合
計
す
る
財
産
と
し
て
、
事
業
の

継
続
に
必
要
な
財
産
（
社
会
福
祉
事

業
等
の
実
施
に
必
要
な
財
産
、
当
該

財
産
の
う
ち
固
定
資
産
の
再
取
得
等

に
必
要
な
額
に
相
当
す
る
財
産
及
び

最
低
限
必
要
な
運
転
資
金
）
を
規
定

す
る
。 

(３)
社
会
福
祉
充
実
計
画 

○
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
つ
い
て
、 

 

・
計
画
へ
の
掲
載
事
項
（
法
人
の
基
本
情

報
や
資
金
計
画
等
） 

 

・
計
画
の
変
更
に
当
た
っ
て
、
所
轄
庁
の

承
認
を
要
さ
ず
、
届
出
の
み
で
足
り
る

軽
微
な
変
更
事
項
（
事
業
の
種
類
、
実

施
地
域
、
実
施
期
間
や
、
社
会
福
祉
充

実
計
画
に
係
る
重
要
事
項
以
外
の
も
の
） 

 

な
ど
の
基
本
的
事
項
を
規
定
す
る
。 

※出典 資料１～４は、厚生労働省・援護局福祉基盤課が平成２８年１１月２８日に開催した「社会福祉
法人制度改革の施行に向けた全国担当者説明会」資料から抜粋 

社
会
福
祉
法
改
正
に
か
か
る 

関
係
政
省
令
に
つ
い
て 

 

平
成
２８
年
１１
月
１１
日
付
け
で
、
社
会

福
祉
法
改
正
に
伴
い
、
関
係
政
省
令
が
公

布
さ
れ
ま
し
た
。 

主
な
政
省
令
事
項
に
つ
い
て
は
次
に
記

載
の
と
お
り
で
す
。 

 １ 

政
令
で
規
定
す
る
事
項 

(１)
会
計
監
査
人
設
置
の
基
準 

○
会
計
監
査
人
設
置
の
基
準
を
、
最
終

会
計
年
度
の
収
益
３０
億
円
／
負
債

６０
億
円
を
超
え
る
法
人
と
規
定
す

る
。（
施
行
状
況
を
み
な
が
ら
、
今
後

対
象
法
人
を
拡
大
） 

(２)
評
議
員
数
に
関
す
る
経
過
措
置 

 

○
評
議
員
に
関
す
る
経
過
措
置
（
３
年

間
は
４
人
以
上
と
す
る
も
の
）
の
対

象
と
な
る
法
人
の
基
準
を
、
収
益
４

億
円
を
超
え
な
い
法
人
と
規
定
す
る
。 

(３)
社
会
福
祉
法
人
等
の
資
産
の
総
額
の

変
更
に
係
る
登
記
の
期
限
の
変
更 

○
資
産
の
総
額
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

の
登
記
の
期
限
に
つ
い
て
、
会
計
年

度
の
終
了
後
「
二
月
以
内
」
と
し
て

い
る
も
の
を
「
三
月
以
内
」
と
改
正

す
る
。 

２ 

省
令
で
規
定
す
る
主
な
事
項 

(１)
評
議
員
等
と
特
殊
の
関
係
を
有
す
る
者 

○
評
議
員
等
と
特
殊
の
関
係
が
あ
る
こ

と
に
よ
り
、
評
議
員
等
に
な
る
こ
と

が
制
限
さ
れ
る
者
に
つ
い
て
、
公
益

認
定
法
の
規
定
に
準
拠
し
、
事
実
婚

の
関
係
に
あ
る
者
、
評
議
員
等
の
使

用
人
と
な
っ
て
い
る
者
、
支
配
し
て

い
る
他
の
法
人
の
役
員
で
あ
る
者
を

規
定
す
る
。 

(２)
控
除
対
象
財
産
額 

○
控
除
対
象
財
産
額
を
算
出
す
る
た
め

に
合
計
す
る
財
産
と
し
て
、
事
業
の

継
続
に
必
要
な
財
産
（
社
会
福
祉
事

業
等
の
実
施
に
必
要
な
財
産
、
当
該

財
産
の
う
ち
固
定
資
産
の
再
取
得
等

に
必
要
な
額
に
相
当
す
る
財
産
及
び

最
低
限
必
要
な
運
転
資
金
）
を
規
定

す
る
。 

(３)
社
会
福
祉
充
実
計
画 

○
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
つ
い
て
、 

 

・
計
画
へ
の
掲
載
事
項
（
法
人
の
基
本
情

報
や
資
金
計
画
等
） 

 

・
計
画
の
変
更
に
当
た
っ
て
、
所
轄
庁
の

承
認
を
要
さ
ず
、
届
出
の
み
で
足
り
る

軽
微
な
変
更
事
項
（
事
業
の
種
類
、
実

施
地
域
、
実
施
期
間
や
、
社
会
福
祉
充

実
計
画
に
係
る
重
要
事
項
以
外
の
も
の
） 

 

な
ど
の
基
本
的
事
項
を
規
定
す
る
。 

※出典 資料１～４は、厚生労働省・援護局福祉基盤課が平成２８年１１月２８日に開催した「社会福祉
法人制度改革の施行に向けた全国担当者説明会」資料から抜粋 

社会福祉法人改革の施行スケジュールについて

２８年度 ２９年度
11月 12月 １～３月 ４～６月 ７月～

関係法令
改正等

法人

評議員会
関係

理事会
関係

会計監査人
関係

社会福祉充
実計画関係
※残額のある法人
のみ計画作成

所
轄
庁

定款変更等

地域協議会

指導監査

財務諸表等電子
開示システム

○新評議員による定時評議員会の
開催（決算、新役員、報酬基準等）

○旧役員による理事会の開催
（決算、新役員等）

○定款変更認可

●施行

●旧評議員任期満了
新評議員の任期開始

11/28
○全国担当者

会議の開催

○充実計画
承認

○評議員選任・解任委員会の開催
○新評議員の選任

○定時評議員会による会計監査人
の選任

○定時評議
員会によ
る承認

○会計監
査開始

○適宜Ｑ＆Ａ発出

○会計監査人候補者の選定 ⇒ 予備調査の実施

●旧役員任期満了
新役員の任期開始
○新役員による理事会

の開催（理事長の選
定等）

○公認会計士・税理士による
確認
※地域公益事業を位置付ける場合
には、地域協議会等の意見聴取

＜決算見込み＞
○社会福祉充実残額の試算

↓（残額がある場合のみ）

○社会福祉充実計画（案）の検討・作成

○予備調査の結果に基づく法人による改善

○会計監
査契約
締結

○定款変更案の検討

○評議員候補者の検討

○選任・解任委員候補者の検討

○所轄庁
への承
認申請

○定款変更（新評議員の選任方法
等）の手続（理事会等の開催）

○設計・開発
○試行運用・

連携テスト
○本格稼働

○監査要綱、監査ガイドラインの作成
※ 関係団体・自治体との意見交換（１０月～１１月）

○指導監査
の実施

○所轄庁職員
への研修

○監査要綱、監査ガイド
ライン等の発出

○関係通知

発出
11/11

○関係通知案提示

○試行運用の結果を反映

２週間空ける※

←定時評議員会
終結時

※ 計算書類等を定時評議員会の日の２週間前から備え置くことが必要なため、決算承認理事会と定時評議員会は、２週間空けて開催することが必要がある。

○地域協議会の運営主体の検討、立ち上げ準備
○地域協議会の

開催

11/11
○関係政令・省令公布
○関係通知発出

（定款例・審査基準等）
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 昨年４月に発生した熊本地震に伴い、九州社会福祉協議会連合会の

災害時相互支援協定に基づき、本会と市町村社協（政令市を除く）は、

益城町社協の運営する災害ボランティアセンターを支援しました。 

期間は、平成 28年４月２１日から８月２２日までの４か月間で、本会
からは延べ４４名（実質４０名）、市町村社協からは５８市町村中４５

市町から延べ８０名（実質７４名）を派遣。 
 これらの取組に対するお礼のため、去る平成２８年１２月１５日

（木）、益城町社協の宮本会長と国元事務局長らが本会を訪問され、感

謝状をいただきました。 

説明会の様子

セミナーの様子

 

 

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
に 

関
す
る
事
務
説
明
会
の
開
催 

 

本
会
で
は
、
県
内
市
町
村
社
協
の
総
務

担
当
職
員
等
を
対
象
に
、
社
会
福
祉
法
人

制
度
改
革
に
関
す
る
事
務
説
明
会
を
県

内
４
カ
所
（
久
留
米
市
・
行
橋
市
・
古
賀

市
・
嘉
麻
市
）
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

本
説
明
会
は
、
平
成
２９
年
４
月
１
日

に
全
面
施
行
さ
れ
る
社
会
福
祉
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
適
切
に
対
応

す
る
た
め
、
作
業
や
課
題
等
に
つ
い
て
確

認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
た

も
の
で
、
５６
市
町
村
社
協
か
ら
１
１
６

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
本
会
か
ら
制
度
改
革
の
対
応

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
後
、
質
疑
応
答

を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
定
款

変
更
や
評
議
員

の
選
任
・
解
任

委
員
会
、
社
会

福
祉
充
実
残
額

に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
様
々
な

質
問
が
あ
り
ま 

  

し
た
。
（
質
問
事
項
に
つ
い
て
は
、
全
社

協
や
県
に
確
認
の
う
え
、
別
途
回
答
。
） 

本
会
で
は
、
今
後
も
法
改
正
に
関
す
る

情
報
を
随
時
発
信
す
る
と
と
も
に
、
個
別

の
質
問
等
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。 

 

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
対
応 

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催 

 

福
岡
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議

会
（
以
下
、
県
経
営
協
）
で
は
、
平
成
２８

年
１１
月
３０
日
（
水
）
に
、
全
国
社
会
福

祉
法
人
経
営
者
協
議
会
（
以
下
、
全
国
経

営
協
）
と
共
催
で
、「
平
成
２８
年
度 

社

会
福
祉
法
人
制
度
改
革
対
応
セ
ミ
ナ
ー

(

後
期)

」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
社
会
福
祉
法
改
正
の

趣
旨
や
政
省
令
事
項
の
詳
細
、
具
体
的
な

準
備
作
業
の
内
容
等
を
解
説
す
る
こ
と

に
よ
り
、
各
法
人
の
取
組
を
促
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、
社
会
福

祉
法
人
の
役
職
員
、
行
政
関
係
者
等
５
２

５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
全
国
経
営
協
制
度
・
政
策
委

員
会
の
廣
江
晃
委
員
が
、
「
改
正
法
を
活

か
し
た
社
会
福
祉
法
人
の
法
人
経
営
」
に 

 

つ
い
て
講
義
し
、
全
国
経
営
協
事
務
局
か

ら
「
改
正
法
施
行
に
向
け
た
最
終
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
県
経
営
協
で
は
、
関
係
団
体

と
連
携
し
、
改
正
社
会
福
祉
法
で
社
会
福

祉
法
人
の
責
務
と
規
定
さ
れ
た
「
地
域
の

公
益
的
な
取
組
」
に
複
数
法
人
で
取
り
組

む
『
ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事

業
』
の
全
県
実
施
に
向
け
、
モ
デ
ル
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
糸
島
市
、
糟
屋
地
区

に
加
え
、
地
域
で
「
子
ど
も
食
堂
」
等
を

実
施
し
て
い
る
上
毛
町
の

○福
隊
に
、
複

数
法
人
の
連
携
に
よ
る
取
組
に
つ
い
て

実
践
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

経
営
協
で
は
、
法
改
正
に
対
応
し
た
各

セ
ミ
ナ
ー
に
加
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

は
、
会
員
向
け
に
、
法
改
正
に
伴
う
各
種

支
援
ツ
ー
ル
を
提
供
し
た
り
、
相
談
窓
口

「
ち
ょ
っ
と

教
え
て
！
経

営
協
」
の
開
設

等
、
法
改
正
に

円
滑
に
対
応

で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

 

  

益城町社協 会長 宮本 茂 氏（写真右）
から本会常務理事 添島 浩（写真左）に
感謝状が手渡されました。
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じゃんけん列車でたくさんの人と交流できました。 

お父さんに手伝ってもらいながら楽しく凧づくり。 

    
 

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
の
一
環
と
し
て
、
働
く

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
同
士
の
親
睦
を

深
め
る
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

 

毎
年
、
年
末
に
な
る
と
、
市
内
の
全
て

の
小
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
学
童
保

育
所
（
以
下
、「
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
。）
で

は
、
保
護
者
会
を
中
心
に
年
末
行
事
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
普
段
仕
事
を
し
て

い
る
親
子
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
て

企
画
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ク
ラ
ブ
で
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。 

   

天
神
山
小
学
校
内
に
あ
る
「
ひ
か
り
ク

ラ
ブ
」
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
日
頃
、
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸

命
練
習
し
た
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
や
マ

ジ
ッ
ク
を
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
披
露

す
る
と
、
会
場
内
は
拍
手
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
親
子
が
一
緒
に
な

っ
て
遊
べ
る
「
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
」
で
盛

り
上
が
り
、
参
加
し
た
親
子
が
楽
し
く
交

流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

       

春
日
東
小
学
校
内
に
あ
る
「
な
か
よ
し

ク
ラ
ブ
」
で
は
、
お
正
月
に
向
け
て
、
親

子
で
凧
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
思
い
思
い
の
絵
を
凧
に
描
き
、
お

父
さ
ん
た
ち
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が

ら
完
成
し
た
凧
を
手
に
、
一
目
散
に
外
へ
。

青
空
の
下
、
元
気
に
走
り
回
っ
て
凧
を
揚

げ
た
後
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
準
備
し
た

お
菓
子
を
み
ん
な
で
食
べ
な
が
ら
家
族

同
士
の
交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。 

             

              

春
日
野
小
学
校
内
に
あ
る
「
つ
く
し
ん

ぼ
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
親
子
で
も
ち
つ
き
大

会
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
お
父
さ
ん
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
、
重
い
杵
を
持
っ
て
、

リ
ズ
ム
良
く
つ
い
て
い
ま
し
た
。
お
餅
は

み
ん
な
で
一
緒
に
丸
め
、
お
母
さ
ん
た
ち

が
準
備
し
た
き
な
こ
と
ぜ
ん
ざ
い
で
お

い
し
く
食
べ
ま
し
た
。 

 

年
末
行
事
に
参
加
し
た
保
護
者
の

方
々
は
、
「
普
段
交
流
の
な
い
方
と
も
お

話
が
で
き
、
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
家
族
同
士

の
つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と
で
、
地
域
ぐ

る
み
で
の
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
」
と
ク
ラ
ブ
の
先
生
は

こ
の
行
事
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

【
春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会
】
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
た
め
に 

「
学
童
保
育
所
年
末
行
事
」
で
家
族
同
士
の
交
流
を
支
援 

練
習
の
成
果
を
発
揮
！ 

親
子
で
楽
し
く
共
同
作
業 

み
ん
な
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て 

歳末たすけあい運動初日街頭募金へのご協力、ありがとうございました!! 

 新たな年を迎える時期に支援を必要としている方々が、安心し

て暮らすことができるよう、今年も歳末たすけあい運動を１２月

１日から３１日まで実施しました。 

 運動初日となる１２月１日には、西鉄福岡（天神）駅周辺（福

岡市中央区）で街頭募金を実施し、運動の開始をアピールしまし

た。当日の街頭募金では、県民の皆様から９１，８６８円の貴重

な浄財をいただきました。 

 寄付者の皆様、募金ボランティアとして協力いただいた大村美

容ファッション専門学校、ＩＬＰお茶の水医療福祉専門学校の皆

さん、本当にありがとうございました。 

赤い羽根共同募金 
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 今年度から共同募金運動期間が拡大されたことに伴い、福岡県共同募金会では１月から３月に 
新たな取組として「平成２８年度 ふくおか課題解決応援プロジェクト」を実施します。 
 去る１２月１６日開催の本会理事会・評議員会において、参加団体が正式に決定し、募金活動
を開始することとなりましたので、皆様のあたたかいご支援・ご協力をお願いします。 
 
○参加団体について 
  貧困支援ネットワークふくおか 

（ホームレスや生活困窮者への支援活動を行っている「ＮＰＯ法人福岡おにぎりの会」「認定Ｎ

ＰＯ法人抱樸」「ＮＰＯ法人福岡すまいの会」「公益社団法人福岡県社会福祉士会」その他団体の

活動に賛同する方々により組織する連合体） 

 

○事業内容について 

  ホームレス・生活困窮者緊急一時支援事業 

  ホームレスや生活困窮者が抱える緊急課題の一時支援として、衣食住に関わる柔軟なサービス

（食事提供、シェルターへの避難、衣類支援、医療支援など）を準備し、福岡県内のどこで相談

があっても緊急対応できる環境を整備する。 

   ①生活困窮者への支援品（食料、衣料、医療品など）の配布 

   ②生活困窮者が一時避難するための移動や宿泊、入居に関する支援 

   ③生活困窮者の問題を啓発するための研修会の開催 

 

○募金方法について 

募金期間：平成２９年１月１日から３月３１日まで 

募金方法：本会が作成する専用の振込用紙による振込 

 ※振込用紙が必要な方は本会あてご連絡ください。 

 ※本プロジェクトの詳細及び実施状況については、本会ホームページをご覧ください。 

児童・生徒の皆さんが共同募金について考える機会となりました！ 

今年度の赤い羽根キャッチフレーズ募集には、県内の小・中・高等学校等から、３，６９４点のご
応募をいただき、最優秀作は、１０月２６日（水）平成２８年福岡県社会福祉大会（春日市）で表彰
しました。また、優秀作・特別賞を受賞された学校を訪問し、全校集会や学年集会などで表彰式を行
いました。

特別賞受賞校（２６校） 

大牟田市立中友小学校、飯塚市立平垣小学校、麻生学園小学校、小郡市立三国小学校、大野城市立大利小

学校、古賀市立花見小学校、朝倉市立朝倉東小学校、粕屋町立大川小学校、筑前町立東小田小学校、筑前

町立中牟田小学校、筑前町立三輪小学校、東峰村立東峰学園、大刀洗町立大刀洗小学校、福岡教育大学附

属小倉中学校、福岡市立宮竹中学校、福岡市立片江中学校、大牟田中学校、田川市立金川中学校、宗像市

立中央中学校、嘉麻市立山田中学校、啓知高等学校、福岡県立八幡高等学校、福岡県立八幡中央高等学校、

福岡県立福岡講倫館高等学校、福岡県立中間高等学校、福岡県立三井高等学校 

応募した生徒全員・本村校長先生・大牟田市支会 大塚会長で記念

撮影【大牟田市立中友小学校】 

代表生徒・児玉校長先生 他教員３名・中間市支会 平野

会長で記念撮影【福岡県立中間高等学校】 

テーマ型募金
「平成２８年度ふくおか課題解決応援プロジェクト」が始まりました！

振込用紙付きチラシ 

【問い合わせ先】福岡県共同募金会 ☎０９２－５８４－３３８８ 
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上
毛
町
社
協
独
自
の
取
組

　

上
毛
町
社
協
で
は
、
毎
年
、
２
～

３
か
月
か
け
て
41
自
治
会
す
べ
て
を

回
り
、
地
図
を
用
い
て
地
域
の
状
況

を
聞
き
取
り
す
る
「
地
区
別
福
祉
会

議
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
、
社

会
福
祉
法
人
が
連
携
し
た
公
益
的
な

取
組
と
し
て
、
町
内
全
て
の
社
会
福

祉
法
人
と
行
政
が
協
働
す
る
連
絡
会

「
福
隊
（
ま
る
ふ
く
た
い
）」
を
立
ち

上
げ
、
上
毛
町
の
福
祉
課
題
解
決
に

向
け
た
公
益
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

※�

福
隊
の
取
組
に
つ
い
て
は
、「
ふ
く

お
か
の
ふ
く
し
159
号
」
に
掲
載
。

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て 

感
謝
を
忘
れ
な
い

　

私
は
、
人
に
と
て
も
恵
ま
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
職
場
内
に
は

何
で
も
言
い
合
え
る
最
強
の
パ
ー
ト

ナ
ー
重
松
順
子
さ
ん
が
い
て
、
お
互

い
に
意
見
を
言
い
合
う
こ
と
で
、
思

い
を
カ
タ
チ
に
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
ま
た
福
隊
の
各
法
人
の
皆

さ
ん
や
京
築
地
区
社
協
の
先
輩
方
、

上
毛
町
の
民
生
委
員
や
福
祉
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
、
た
く

さ
ん
の
人
に
支
え
て
も
ら
っ
て
、
様
々

な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ふ
く
し
の
仕
事
を
す
る

う
え
で
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
感
謝
を
忘
れ
な
い
こ
と
が

と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

こ
の
町
に
必
要
な
こ
と
に
取
り
組
む

　

現
在
の
地
域
課
題
に
ひ
と
つ
ひ
と

つ
対
応
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

大
切
で
す
が
、
課
題
が
あ
っ
て
も
お

互
い
に
支
え
合
え
る
よ
う
な
未
来
を

見
据
え
た
地
域
づ
く
り
が
と
て
も
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
市
町
村
で
取
り
組
ん

で
い
る
か
ら
上
毛
町
で
も
取
り
組
む

と
い
う
の
で
は
な
く
、
上
毛
町
に
必

要
な
こ
と
を
整
理
し
た
う
え
で
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
多
様
な

世
代
が
福
祉
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
既
存
の
福
祉
と
い
う
枠

に
と
ら
わ
れ
ず
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
大

切
に
し
て
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、

町
民
の
方
が
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で

も
気
軽
に
足
を
運
べ
る
よ
う
な
身
近

な
存
在
の
社
協
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

い
つ
も
明
る
い
笑
顔
で
仕
事
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

姿
勢
が
職
場
を
明
る
く
活
気
の
あ
る

職
場
に
し
て
く
れ
、
職
場
の
み
ん
な

が
家
族
の
よ
う
な
関
係
で
仕
事
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

シリーズ

キラリ★地域の

ふくしびと
Vol. ４

上毛町社協の御三家
左から、安永さん、田島会長、谷中局長

このコーナー
では、福岡県

内で

ふくしの仕事
に携わる人の

声を

紹介していき
ます。

中村　麻衣さん

●なかむら　まい
事 業 所 名：社会福祉法人　上毛町社会福祉協議会
所　　　属：地域福祉担当
経 験 年 数：８年目
趣　　　味：食・旅・○○巡り

課題があってもお互いに支え合える
　　　未来を見据えた地域づくりを

仕
事
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

今
後
の
意
気
込
み
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い

上
司
か
ら
見
た
中
村
さ
ん
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金額（税込）１冊 ８００円
送料別： ～２冊 １８０円、 ３～ 冊３６０円、

冊以上 ６００円

●携帯に便利なポケットサイズ ＜縦１４ｃｍ 横 ｃｍ＞
●スケジュール欄は、見やすい見開きカレンダータイプ

（２０１７年１月～２０１８年３月分）

【主な内容】
○社会福祉関係資料 ・・・ 社会福祉関係法律の要点など
○福岡県関係資料 ・・・ 県内社会福祉施設、福祉事務所、

児童相談所、年金事務所、保健所、地域包括支援センター等
の所在地・電話番号、各種相談窓口の連絡先や福岡県の人口
と世帯・高齢化率等

【問い合わせ先】 総務部 総務課 ☎０９２－５８４－３３７７ （代表）
※申込用紙は本会ホームページ（ ）からダウンロードしてください。

直接購入する場合は、クローバープラザ 西棟６階 総務課までお越しください。
土日祝日は、クローバープラザ 東棟２階 福祉情報センター（県民サービス部 人材・情報課）窓口で購入できます。

 
離職した介護人材（介護職としての一定の知識及び経験を有する者）の再就職準備金を貸し付けることによ

り、地域の福祉・介護人材の育成及び確保並びに定着を支援します。
 
■貸付対象者及び条件
次に掲げる要件をすべて備えている方 
１ 福岡県内在住で、介護職員等の業務の実務経験が 1 年以上ある方。 
２ 次のいずれかに該当し、介護人材として一定の知識及び経験を有する方。 
（１）介護福祉士 
（２）介護福祉士実務者研修修了者 
   または介護職員初任者研修、介護職員基礎研修、ホームヘルパー１級課程、ホームヘルパー２級

課程修了者 
３ 福岡県知事の認める事業所・施設において介護職員等として就労する方。 
４ 福岡県福祉人材センターへ住所・氏名等の届出を行う方。 
５ 離職から再就職まで３カ月以上の空き期間がある方。 

 
■貸付額
２００，０００円以内（１回限り） 
※福岡県内において、２年間引き続き介護職員等の業務に従事したときは、返還が免除されます。 

 
 

【問い合わせ先】 総務部 総務課 ☎０９２－５８４－３３７７ （代表）

 ふくふくＩｎｆｏ 

 
 

 本会では、今年度もハローデイグループ様（代表取締役社長 加治 敬通様、本社：

北九州市小倉南区）からご寄付をいただきました。 

スーパーマーケット（アミューズメントフードホール）を経営されている同社では、

地域社会への還元活動の一環として、消費者が各店舗に設置された寄付先を選んで、

レシートで投票する消費者参加型の寄付を実施しておられます。この投票による比率

で同社の利益の一部である１，０００万円を按分し、各団体に寄付されるものです。 

本会では、この寄付金を地域福祉活動の推進等に有効活用させていただきます。 

 
 
 

 
 
  

金額（税込）１冊８００円
送料別：～２冊１８０円、３～冊３６０円、

冊以上６００円

●携帯に便利なポケットサイズ＜縦１４ｃｍ横ｃｍ＞
●スケジュール欄は、見やすい見開きカレンダータイプ

（２０１７年１月～２０１８年３月分）

【主な内容】
○社会福祉関係資料・・・社会福祉関係法律の要点など
○福岡県関係資料・・・県内社会福祉施設、福祉事務所、

児童相談所、年金事務所、保健所、地域包括支援センター等
の所在地・電話番号、各種相談窓口の連絡先や福岡県の人口
と世帯・高齢化率等

【問い合わせ先】総務部総務課☎０９２－５８４－３３７７（代表）
※申込用紙は本会ホームページ（）からダウンロードしてください。

直接購入する場合は、クローバープラザ西棟６階総務課までお越しください。
土日祝日は、クローバープラザ東棟２階福祉情報センター（県民サービス部人材・情報課）窓口で購入できます。

 
離職した介護人材（介護職としての一定の知識及び経験を有する者）の再就職準備金を貸し付けることによ
り、地域の福祉・介護人材の育成及び確保並びに定着を支援します。

 
■貸付対象者及び条件

次に掲げる要件をすべて備えている方 
１ 福岡県内在住で、介護職員等の業務の実務経験が1年以上ある方。 
２ 次のいずれかに該当し、介護人材として一定の知識及び経験を有する方。 
（１）介護福祉士 
（２）介護福祉士実務者研修修了者 
   または介護職員初任者研修、介護職員基礎研修、ホームヘルパー１級課程、ホームヘルパー２級

課程修了者 
３ 福岡県知事の認める事業所・施設において介護職員等として就労する方。 
４ 福岡県福祉人材センターへ住所・氏名等の届出を行う方。 
５ 離職から再就職まで３カ月以上の空き期間がある方。 

 
■貸付額

２００，０００円以内（１回限り） 
※福岡県内において、２年間引き続き介護職員等の業務に従事したときは、返還が免除されます。 

 
 

【問い合わせ先】総務部総務課☎０９２－５８４－３３７７（代表）

 ふくふくＩｎｆｏ 

 
 

 本会では、今年度もハローデイグループ様（代表取締役社長 加治 敬通様、本社：

北九州市小倉南区）からご寄付をいただきました。 

スーパーマーケット（アミューズメントフードホール）を経営されている同社では、

地域社会への還元活動の一環として、消費者が各店舗に設置された寄付先を選んで、

レシートで投票する消費者参加型の寄付を実施しておられます。この投票による比率

で同社の利益の一部である１，０００万円を按分し、各団体に寄付されるものです。 

本会では、この寄付金を地域福祉活動の推進等に有効活用させていただきます。 

 
 
 

 
 
  

金額（税込）１冊８００円
送料別：～２冊１８０円、３～冊３６０円、

冊以上６００円

●携帯に便利なポケットサイズ＜縦１４ｃｍ横ｃｍ＞
●スケジュール欄は、見やすい見開きカレンダータイプ

（２０１７年１月～２０１８年３月分）

【主な内容】
○社会福祉関係資料・・・社会福祉関係法律の要点など
○福岡県関係資料・・・県内社会福祉施設、福祉事務所、

児童相談所、年金事務所、保健所、地域包括支援センター等
の所在地・電話番号、各種相談窓口の連絡先や福岡県の人口
と世帯・高齢化率等

【問い合わせ先】総務部総務課☎０９２－５８４－３３７７（代表）
※申込用紙は本会ホームページ（）からダウンロードしてください。

直接購入する場合は、クローバープラザ西棟６階総務課までお越しください。
土日祝日は、クローバープラザ東棟２階福祉情報センター（県民サービス部人材・情報課）窓口で購入できます。

 
離職した介護人材（介護職としての一定の知識及び経験を有する者）の再就職準備金を貸し付けることによ
り、地域の福祉・介護人材の育成及び確保並びに定着を支援します。

 
■貸付対象者及び条件

次に掲げる要件をすべて備えている方 
１ 福岡県内在住で、介護職員等の業務の実務経験が1年以上ある方。 
２ 次のいずれかに該当し、介護人材として一定の知識及び経験を有する方。 
（１）介護福祉士 
（２）介護福祉士実務者研修修了者 
   または介護職員初任者研修、介護職員基礎研修、ホームヘルパー１級課程、ホームヘルパー２級

課程修了者 
３ 福岡県知事の認める事業所・施設において介護職員等として就労する方。 
４ 福岡県福祉人材センターへ住所・氏名等の届出を行う方。 
５ 離職から再就職まで３カ月以上の空き期間がある方。 

 
■貸付額

２００，０００円以内（１回限り） 
※福岡県内において、２年間引き続き介護職員等の業務に従事したときは、返還が免除されます。 

 
 

【問い合わせ先】総務部総務課☎０９２－５８４－３３７７（代表）

 ふくふくＩｎｆｏ 

 
 

 本会では、今年度もハローデイグループ様（代表取締役社長 加治 敬通様、本社：

北九州市小倉南区）からご寄付をいただきました。 

スーパーマーケット（アミューズメントフードホール）を経営されている同社では、

地域社会への還元活動の一環として、消費者が各店舗に設置された寄付先を選んで、

レシートで投票する消費者参加型の寄付を実施しておられます。この投票による比率

で同社の利益の一部である１，０００万円を按分し、各団体に寄付されるものです。 

本会では、この寄付金を地域福祉活動の推進等に有効活用させていただきます。 
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地域が抱える問題や地域のつながりづくりの大切さについて、地域住民、ボランティア活動者、専門職等

が一緒に考え、官民一体となった住民主体の元気な地域づくりを進めるため、標記セミナーを開催します。 

 

 

 

内 容 ＜講演＞ 「これからの地域づくり～住民同士の助け合い活動に求められること～」
講 師 特定非営利活動法人 日本ＮＰＯセンター 常務理事 田尻 佳史 氏

＜ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ＞ テーマ「住民主体の支え合い・助け合いのまちづくり」
ﾊﾟﾈﾘｽﾄ ボランティアグループすずの会（神奈川県川崎市）

特定非営利活動法人 かべ工房村（広島県広島市）

 
 
 

 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

★年会費 1人あたり 10,000円（月々833円）で満足できるサービスメニューが充実！ 

 職員の健康管理に 

・健康診断費用１人あたり最大 4,120 円助成 

・各会員に健康生活用品 毎年１品贈呈 

職員の慶事等のお祝いに 

・結婚・出産・入学祝い 商品券贈呈 

・永続勤続記念 記念品贈呈 

・資格取得記念 記念品贈呈 

職員の万一の際に 

・会員死亡弔慰金 最高180万円給付 

・配偶者死亡弔慰金 10 万円給付 

・高度障害・後遺障害見舞金 最高120万円給付 

福利厚生センターは、社会福祉法に基づき、「社会福祉事

業従事者の福利厚生の増進を図る」ことを目的に、厚生

労働大臣から指定された全国で唯一の法人であり、会員

ニーズに応じたさまざまなサービスを提供しています。 

・入院手術見舞金 1 日 1,000 円給付 

・災害見舞金（法人・個人） あり 

職員の余暇活動に 

・クラブ活動、懇親会費用助成 1 人あたり 1,000 円 

日 時 平成 年２月２３日（木） 時 分 時 分 （受付 時 分から）

会 場 福岡国際会議場 ２階 多目的ホール （福岡市博多区石城町２－１）

 
 
本会では、福祉の職場に就職を希望する方や興味のある方に対し、求人施設・事業所と直接面談できる

就職フェアを開催します。当日は、面談コーナーの他、福祉の仕事・資格相談コーナー等も設けます。参
加費無料、申込不要、入退場自由です。 
１６５法人が集まる九州最大規模の就職フェアに、ぜひご参加ください。 
 
 日時：平成２９年２月４日（土） 時～ 時 会場：クローバープラザ （春日市原町 ）

【問い合わせ先】 県民サービス部 人材・情報課 ☎０９２－５８４－３３１０

【問い合わせ先】 地域福祉部 地域課 ☎０９２－５８４－３３７７ （代表）

福岡県独自事業 年間約70事業を会員価格でご案内 

他に随時利用できる国内ツアー、提携ホテル、テーマパー
ク、レジャー施設などの会員割引等、全国２００，０００以上の
割引メニューがあります！ 

平成２８年度事業＇一部（ 定価＇円（ 会員価格＇円（ 

ソフトバンクホークス鷹の祭典 6,500 ４，５００ 

シルク・ドゥ・ソレイユ「トーテム」 13,500 ７，０００ 

ホテル日航福岡でエステ＆ランチ 11,000 ６，５００ 

映画観賞券「秘密」他 1,800 ８００ 

劇団四季「美女と野獣」、「ウエストサイド物語」他 約２５％割引 

博多座「宝塚歌劇団」、「エリザベート」、「市川海老蔵 石川五右衛門」、

「天使にラブソングを」、「熱血！ブラバン少女。」他 約２０～３０％割引 

ＥＸＩＬＥ ＡＴＳＵＳＨＩ、小田和正、松田聖子、森山直太朗、ＢＩＧＢＡＮＧ、 

郷ひろみ、ＭＩＳＩＡ 他各種コンサート 約２０～３０％割引 

【問い合わせ先】 県民サービス部 人材・情報課 ☎０９２ ５８４ ３３１０ ソウェルクラブ で☞検索
※加入のお申込みについては、上記問い合わせ先または、福利厚生センター ☎０１２０－２９２－７１１まで

 
 
 

 
 
  

金額（税込）１冊 ８００円
送料別： ～２冊 １８０円、 ３～ 冊３６０円、

冊以上 ６００円

●携帯に便利なポケットサイズ ＜縦１４ｃｍ 横 ｃｍ＞
●スケジュール欄は、見やすい見開きカレンダータイプ

（２０１７年１月～２０１８年３月分）

【主な内容】
○社会福祉関係資料 ・・・ 社会福祉関係法律の要点など
○福岡県関係資料 ・・・ 県内社会福祉施設、福祉事務所、

児童相談所、年金事務所、保健所、地域包括支援センター等
の所在地・電話番号、各種相談窓口の連絡先や福岡県の人口
と世帯・高齢化率等

【問い合わせ先】 総務部 総務課 ☎０９２－５８４－３３７７ （代表）
※申込用紙は本会ホームページ（ ）からダウンロードしてください。

直接購入する場合は、クローバープラザ 西棟６階 総務課までお越しください。
土日祝日は、クローバープラザ 東棟２階 福祉情報センター（県民サービス部 人材・情報課）窓口で購入できます。

 
離職した介護人材（介護職としての一定の知識及び経験を有する者）の再就職準備金を貸し付けることによ

り、地域の福祉・介護人材の育成及び確保並びに定着を支援します。
 
■貸付対象者及び条件
次に掲げる要件をすべて備えている方 
１ 福岡県内在住で、介護職員等の業務の実務経験が 1 年以上ある方。 
２ 次のいずれかに該当し、介護人材として一定の知識及び経験を有する方。 
（１）介護福祉士 
（２）介護福祉士実務者研修修了者 
   または介護職員初任者研修、介護職員基礎研修、ホームヘルパー１級課程、ホームヘルパー２級

課程修了者 
３ 福岡県知事の認める事業所・施設において介護職員等として就労する方。 
４ 福岡県福祉人材センターへ住所・氏名等の届出を行う方。 
５ 離職から再就職まで３カ月以上の空き期間がある方。 

 
■貸付額
２００，０００円以内（１回限り） 
※福岡県内において、２年間引き続き介護職員等の業務に従事したときは、返還が免除されます。 

 
 

【問い合わせ先】 総務部 総務課 ☎０９２－５８４－３３７７ （代表）

 ふくふくＩｎｆｏ 

 
 

 本会では、今年度もハローデイグループ様（代表取締役社長 加治 敬通様、本社：

北九州市小倉南区）からご寄付をいただきました。 

スーパーマーケット（アミューズメントフードホール）を経営されている同社では、

地域社会への還元活動の一環として、消費者が各店舗に設置された寄付先を選んで、

レシートで投票する消費者参加型の寄付を実施しておられます。この投票による比率

で同社の利益の一部である１，０００万円を按分し、各団体に寄付されるものです。 

本会では、この寄付金を地域福祉活動の推進等に有効活用させていただきます。 

 
 
 

 
 
  

金額（税込）１冊８００円
送料別：～２冊１８０円、３～冊３６０円、

冊以上６００円

●携帯に便利なポケットサイズ＜縦１４ｃｍ横ｃｍ＞
●スケジュール欄は、見やすい見開きカレンダータイプ

（２０１７年１月～２０１８年３月分）

【主な内容】
○社会福祉関係資料・・・社会福祉関係法律の要点など
○福岡県関係資料・・・県内社会福祉施設、福祉事務所、

児童相談所、年金事務所、保健所、地域包括支援センター等
の所在地・電話番号、各種相談窓口の連絡先や福岡県の人口
と世帯・高齢化率等

【問い合わせ先】総務部総務課☎０９２－５８４－３３７７（代表）
※申込用紙は本会ホームページ（）からダウンロードしてください。

直接購入する場合は、クローバープラザ西棟６階総務課までお越しください。
土日祝日は、クローバープラザ東棟２階福祉情報センター（県民サービス部人材・情報課）窓口で購入できます。

 
離職した介護人材（介護職としての一定の知識及び経験を有する者）の再就職準備金を貸し付けることによ
り、地域の福祉・介護人材の育成及び確保並びに定着を支援します。

 
■貸付対象者及び条件

次に掲げる要件をすべて備えている方 
１ 福岡県内在住で、介護職員等の業務の実務経験が1年以上ある方。 
２ 次のいずれかに該当し、介護人材として一定の知識及び経験を有する方。 
（１）介護福祉士 
（２）介護福祉士実務者研修修了者 
   または介護職員初任者研修、介護職員基礎研修、ホームヘルパー１級課程、ホームヘルパー２級

課程修了者 
３ 福岡県知事の認める事業所・施設において介護職員等として就労する方。 
４ 福岡県福祉人材センターへ住所・氏名等の届出を行う方。 
５ 離職から再就職まで３カ月以上の空き期間がある方。 

 
■貸付額

２００，０００円以内（１回限り） 
※福岡県内において、２年間引き続き介護職員等の業務に従事したときは、返還が免除されます。 

 
 

【問い合わせ先】総務部総務課☎０９２－５８４－３３７７（代表）

 ふくふくＩｎｆｏ 

 
 

 本会では、今年度もハローデイグループ様（代表取締役社長 加治 敬通様、本社：

北九州市小倉南区）からご寄付をいただきました。 

スーパーマーケット（アミューズメントフードホール）を経営されている同社では、

地域社会への還元活動の一環として、消費者が各店舗に設置された寄付先を選んで、

レシートで投票する消費者参加型の寄付を実施しておられます。この投票による比率

で同社の利益の一部である１，０００万円を按分し、各団体に寄付されるものです。 

本会では、この寄付金を地域福祉活動の推進等に有効活用させていただきます。 
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